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【職 種】

参加者全47名 （お申込み22名 ｽﾀｯﾌ25名）
ｱﾝｹｰﾄ回収 27枚 回収率57%
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Q1.事例検討会の内容はいかがでしたか？
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Q2.事例検討会の 時間配分はどうでしたか？
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Q3.グループの人数配分はどうでしたか？
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Q4.グループでのディスカッションはどうでしたか？



◆もっとﾘﾊﾋﾞﾘｽﾀｯﾌの方にも復職の相談をしたいと思いました。ありがとうございました。
◆御本人のおはなしを聞くことができ、本当によかったです。
◆市の高次脳機能障害担当の方々と直接話ができ、具体的な支援の様子が伺えてとても勉強になりました。
◆自分の支援機関についての知識があいまいなことが良く分かりました。支援機関に関する1つにまとまっている資料が
あればほしいと思いました。
◆大変勉強になりました。車椅子の方は予めわかると、配置など入り口の近くにするとか事前に準備するとよかったかと
◆各市町村の役所に、第１に相談窓口がある！！という事が、とりあえず支えになるかなーと思いました。現場の方々の
お話、とても参考になりました。ありがとうございました。
◆当事者からの話しが聞けた。入院から退院～就労の経過も聞けて、勉強になりました。
◆参加者名簿を配布していただけると、関係機関もよりつながりやすくなるのではと思います。医療関係者だけでなく、
もっと地域の相談支援機関作業所も参加してくれると、より病院→地域のネットワーク作りがすすむと思いました。
◆自分も高次脳機能障害をもって生活しているので、実感があって良かった。
◆他の事例をたくさん聞いてみたいと思います。
◆ケーススタディをグループで実施する内容があると更に良いかも。
◆私と同年代の方1日でも早く希望の生活ができるといいと思いました。今日は本当にありがとうございました。今日経験
したことは、利用者様や友人身内他で生かせたらと思います。
◆退院後、どのような機関につかげていけばよいのか知識を得られてよかった。ケースに関わった様々な職種のお話も
ネットワーク、連携がとれていたことが想像しやすかった。とても心に残る貴重なお話が聞けてよかった。
◆当事者、医療職、地域の支援者、行政の方、様々な立場の方のご意見が伺えて、本当に勉強になりました。ディスカッ
ションのグルーピングも良かったと思います。
◆当事者の方のスピーチがとても素敵でした。このような事例のようにうまくいくことは少ないと思いますが、ヒントもたくさ
ん頂いたので、参考にさせて頂きたいと思います。ありがとうございました。
◆多職種でのディスカッション、それぞれの立場、役割を踏まえた話が聞け、とても勉強になりました。また、当事者様、奥
様、関わった病院、マルシェ等からもお話を伺うことができ、地域の事例検討会の良さを感じました。有難うございました。
◆グループに当事者が参加され、当事者の思いを伺えたこと。当事者の思いの中から支援方法をさぐることが有効がと改

◆支援者だけでなく、当事者の方にいていただけてとても現実的な意見交換が行えました。私たちの視野をもっと広げて
自分の考えにとらわれず、患者様の可能性を共に追求させていただきたいです。
◆話し合いのポイントを絞り切れなかった。
◆マルシェの太田さんの話でー
事例で働く場所の施設長の考え方　⇒　その施設長が異動したらと考えると今後の課題として働きやすい体制作りが必要
◆何回も繰り返して訓練すること。改めて思うと大変だけど、今日やるべきことの継続と考えて行くしかないなと思う。
◆病院から就労迄の成功例をお聞きして元気が出た。
◆適度な速度によって捉われられていると思われました。
◆スピーチ良かったです♡

Q5.心に残ったこと、お気づきの点などございましたらご記載ください


